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まちづくりをどうする 13人が一般質問 　14P・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2年ぶりの桜ウオーキング
（母の里まちづくりの会）



臨時会

22

　

２
月
２
日
に
開
催
し
た
第
１
７
７
回
臨
時
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
抑
え
、
住
民
や
事

業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
緊
急
に
予
算
措
置
が
必
要
な
２
年
度
補
正
予
算
１
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
１
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
始
ま
る

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
予
算
措
置

　

こ
の
臨
時
会
を
開
催
し

た
２
月
２
日
現
在
、
日
本

は
３
社
の
製
薬
会
社
（
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
、
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
社
、
武
田
／
モ
デ

ル
ナ
社
）
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
を
受
け
る
こ
と
に
合

意
し
、
厚
生
労
働
省
の
承

認
を
待
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

承
認
を
受
け
た
ワ
ク
チ

ン
が
町
に
届
き
準
備
が
整

問

問問

答

答

答

え
ば
、
国
か
ら
の
補
助
金

を
活
用
し
、
国
の
方
針
を

も
と
に
65
歳
以
上
の
高
齢

者
か
ら
順
次
、
接
種
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る

医
師
委
託
料
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
相
談
支
援
業
務

及
び
集
団
接
種
会
場
運
営

業
務
な
ど
の
委
託
料
な
ど
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整

備
に
必
要
な
費
用
を
予
算

措
置
し
ま
し
た
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
、

町
で
選
択
で
き
る
の
か
。

　
　

町
で
選
択
で
き
ず
、

国
が
３
社
の
ワ
ク
チ
ン
を

主
な
質
疑

自
治
体
に
均
等
に
割
り
当

て
る
。

　
　

接
種
体
制
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　

国
か
ら
届
く
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
や
時
期
が
現
段

階
で
は
未
定
の
た
め
明
言

で
き
な
い
が
、
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
、

温
度
管
理
面
な
ど
を
考
慮

し
、
集
団
接
種
と
規
模
が

大
き
い
病
院
で
の
接
種
を

考
え
て
い
る
。

　

接
種
体
制
の
検
討
は
、

医
師
会
の
協
力
を
得
て
連

携
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　

接
種
時
期
や
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
期
な

ど
は
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ

う
に
示
さ
れ
る
の
か
。

　
　

接
種
時
期
は
未
定
だ

が
、
最
初
の
ワ
ク
チ
ン
が

承
認
さ
れ
供
給
さ
れ
れ
ば
、

ま
ず
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
接
種
券
と
案
内
文
、

予
診
票
な
ど
の
郵
送
を
予

定
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
接

種
券
の
発
送
に
合
わ
せ
て

設
置
し
、
住
民
か
ら
の
接

種
に
関
す
る
相
談
業
務
の

ほ
か
、
集
団
接
種
の
予
約

受
け
付
け
な
ど
を
行
う
。

　

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
随
時
情
報
を
発

信
す
る
。

郵送される接種券
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22 問答

問答

主
な
質
疑

主
な
質
疑

○
県
の
時
短
要
請
に
協

力
す
る
飲
食
店
に
協
力

金
を
支
給

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
県
の
要
請
に

応
じ
て
時
短
営
業
を
し
て

い
る
飲
食
店
に
対
し
、
一

日
当
た
り
６
万
円
の
協
力

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

県
が
主
体
と
な
り
補
助

を
行
う
事
業
で
、
県
と
委

託
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

　
　

対
象
店
舗
の
う
ち
時

短
営
業
を
し
た
店
舗
数
は
。

　
　

対
象
は
78
店
舗
だ
が
、

申
請
受
け
付
け
前
の
た
め
、

現
時
点
で
は
把
握
し
て
い

な
い
。

○
役
場
敷
地
内
で
見
つ

か
っ
た
処
理
困
難
廃
棄

物
を
処
理

　

役
場
敷
地
内
の
倉
庫
で

見
つ
か
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を

使
用
し
た
コ
ン
デ
ン
サ
の

廃
棄
処
理
に
係
る
委
託
料

を
、
緊
急
に
予
算
措
置
し

ま
し
た
。

　
　

見
つ
か
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ

の
台
数
と
濃
度
は
。

　
　

昭
和
44
年
製
造
の
１

台
で
、
高
濃
度
と
思
わ
れ

る
。
処
理
期
限
が
３
年
３

月
ま
で
の
契
約
の
た
め
、

早
急
に
処
理
し
た
い
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
を

よ
り
充
実
さ
せ
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
政

策
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、

国
に
対
し
、
全
て
の
医
療

機
関
へ
の
減
収
補
填
、
早

急
な
財
政
措
置
、
医
療
機

関
や
高
齢
者
施
設
へ
の
社

会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
頻
回

実
施
、
直
接
支
援
の
継

続
・
充
実
、
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
強
化
な
ど
を
求

め
る
意
見
書
案
が
、
大
路

恒
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
付

託
の
う
え
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

（注）ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）
　優れた絶縁性能から、昭和40年代まで、主に電気機器の絶縁油
として使用されていた。
　その後、昭和43年のカネミ油症事件をきっかけに、人の健康及
び生活環境に係る被害を生ずるおそれがある物質として、国内で
の生産・輸入が禁止されるとともに、PCB廃棄物の適正な処理の
推進に関する特別措置法(PCB特措法)が制定され、これに基づい
てPCB廃棄物の確実かつ適正な処理を推進することとされた。

継
続
審
査
と

　
　
　
　

な
り
ま
し
た

ほ

（
注
）

て
ん

新型コロナウイルスワクチン接種費用などを増額

令和２年度 一般会計補正予算 （第9号）
補正増額 1億9,477万円　総額 163億7,003万円

歳入の主な内容
○新型コロナウイルスワクチン接種対策費
　負担金　　　　　　 　１億４,３２０万円新設
　　新型コロナウイルスワクチン接種費用に対
　する国庫負担金です。

○新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事
業費補助金　　　　　　　　４,１９７万円新設

　　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
　のための経費に対する国庫補助金です。

歳出の主な内容
○新型コロナウイルスワクチン接種事業

１億８,６０９万円新設
　　新型コロナウイルスワクチンを接種するた
　めの予防接種等医師委託料や予防接種体制を
　確保するために必要な事務費などです。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金
　事業　　　　　　　　　　 ７８０万円新設
　　国・県の時短要請に協力している事業者に
　対して、県が主体となり補助を行う事業に係
　る、県への委託料です。

＝　全会一致　可決　＝

え
く
ゆ
の
書
見
意

1603 2021年４月25日発行



歳　出
民生費（34.0％）
37億9,581万円

総務費（9.5％）
10億6,093万円

教育費（11.7％）
13億774万円

消防費（4.2％）
4億6,705万円

億円の内訳

土木費（13.1％）
14億6,610万円

農林水産業費（3.3％）
3億7,006万円

※3公債費（7.5％）
8億4,058万円

衛生費（13.1％）
14億5,915万円

議会費（1.2％）
1億3,209万円

その他（2.4％）
2億6,083万円

※１町　債
　町が借り入れるお金。道路や建物など、長期間使
用する施設の建設費を、今後利用する住民にも負
担してもらうもの

※２繰入金
　歳入（入ってくるお金）が不足する場合に、基金
（町の貯金）を取り崩して必要な事業に使うお金

※３公債費
　借入金（町債）の返済をするお金

用 語 説 明用 語 説 明

定例会

（
6
〜
9
ペ
ー
ジ
）

　

３
月
定
例
会
は
２
月
19
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
19
日
ま
で
の
29
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
３
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
及
び
改
正
、
２
年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
26
議
案
を
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
10

〜
13
ペ
ー
ジ
）

　
な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
17
人
で
し
た
。

　

３
年
度
予
算
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

５
日
間
を
か
け
て
審
査
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
１
１
１
億
６
千
万
円
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
を

合
わ
せ
て
96
億
５
千
万
円
で
、
総
額
２
０

８
億
円
を
超
え
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

稲
美
中
央
公
園
改
修
事
業
、
ご
み
収
集

運
搬
事
業
な
ど
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

総額　208 億円を可決
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歳　入 自主財源
49.1％

依存財源
50.9％

一般会計  111

その他

（3.7％）4億1,232万円

※1

地方交付税（12.2％）
13億6,500万円

国庫支出金（11.0％）
12億3,231万円

町債（10.4％）
11億6,620万円

分担金及び負担金（0.6％）
6,303万円

会計別予算額
区　　　分 3年度予算額 対前年度伸び率

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計
下水道事業会計
合 計

国民健康保険

介 護 保 険
後期高齢者医療

介護サービス
小 計

会

別

特

計

111億6,032万円
36億  740万円
4億7,148万円
24億  1,477万円
2,987万円

65億2,352万円
8億  759万円
23億2,602万円
208億1,745万円

△ 4.6％
△ 3.5％
△ 1.2％
0.5％
13.4％
△ 1.8％
△ 17.2％
△ 2.3％
△ 4.0％

＊伸び率は、２年度当初予算に対しての比率です。
表示単位未満を四捨五入しており、積み上げと合計が
一致しない場合があります。

総額　208 億円を可決

3年度
予 算

使用料及び手数料（1.2％）
1億3,590万円

（財産収入、
  諸収入、寄附金、繰越金）

町税の内訳
固定資産税
（47.3％）

18億8,121万円

町民税〈個人〉
（33.8％）

13億4,541万円

町民税〈法人〉
（7.5％）

2億9,679万円

都市計画税（4.7％）
1億8,877万円

たばこ税（4.1％）
1億6,350万円

軽自動車税（2.6％）
1億319万円

※2繰入金（7.9％）
8億8,524万円

町税（35.7％）
39億7,888万円

その他（地方消費税交付金、
  地方譲与税 など）

　　　（9.0％）9億9,352万円

県支出金（8.3％）
9億2,793万円
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稲
美
中
央
公
園
改
修
事
業

出産お祝い金支給事業

保育所緊急整備事業
ご
み
収
集
運
搬
事
業

　

老
朽
化
し
た
公
園
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理
・
更
新
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
を
基
に
、
国
庫
補
助
で
あ

る
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
を

活
用
し
、
稲
美
中
央
公
園
を
は
じ
め
と
す

る
町
内
公
園
の
遊
具
の
更
新
や
施
設
改
修

を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。（
質
疑
は
９
ペ
ー

ジ
）

　

３
年
11
月
か
ら
東
播
臨
海
広
域
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
試
運
転
を
開
始
す
る

こ
と
に
伴
っ
て
、
処
理
施
設
が
高
砂
市

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
収
集
運
搬

業
務
の
強
化
を
図
り
、
安
定
的
な
収
集

運
搬
体
制
を
構
築
し
ま
す
。（
質
疑
は
９

ペ
ー
ジ
）

１
億
６
４
４
３

１
億
２
６
６
２

円
万

円
万

万円

万円

878

8401

子どもを生み育てやすい環境を

　乳児の出産があった世帯に出産お祝い金を
支給することにより、その出生を祝福すると
ともに子どもを生み育てやすい環境づくりを
推進します。子育て世帯への経済的支援を拡
充することで、児童福祉の向上及び少子化対
策を図ります。（質疑は９ページ）

　４年４月から母里保育園が幼保連携型認定
こども園への移行を予定しているため、保育
園の改築などに要する費用の一部を補助し、
子どもを安心して育てることができる環境の
整備を促進します。（質疑は９ページ） 安定的なごみの収集運搬体制へ

アンケートで人気があった遊具の完成イメージ図

こども園へ移行する母里保育園
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主な予算を稲
美
町
Ｐ
Ｒ
バ
ス
ツ
ア
ー
事
業

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
納
税
機
会
拡
充
事
業

プログラミング教育支援事業

小学校エレベーター設置
（実施設計）事業

　

稲
美
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

町
内
の
農
業
体
験
や
工
場
見
学
、
観
光

な
ど
が
で
き
る
日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
商
工
会
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
質
疑
は
９
ペ
ー
ジ
）

　

町
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
金
融

機
関
窓
口
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
に
加
え
、
新
た
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
利
用
し
た
納
付
方
法
を
導

入
し
ま
す
。（
質
疑
は
８
ペ
ー
ジ
）

７５

３

円
万

円
万

万円

万円

62

839

便利になるスマホ決済

農業体験を楽しむ参加者

中学生とトライやる・ウィークの活動内容を
小学生に伝えるpepper

稲美北中学校に設置済みのエレベーター

　新学習指導要領においてプログラミング教育
が取り入れられました。意図した処理を、コン
ピューターの画面上だけではなく、人型ロボッ
ト「Ｐｅｐｐｅｒ」に入力し、動作化させる
「プログラミング的思考力」を養い教育の充実
を図ります。（質疑は９ページ）

　バリアフリー法の改正を踏まえ、要配慮児童
生徒の移動や学習活動などを円滑に行うため、
母里小学校と天満東小学校にエレベーターを
設置し、バリアフリー化を推進します。（質疑は９
ページ）
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出
産
お
祝
い
金
　
増
額

０歳児対象の「ねんねの会」の参加者

計
会
般
一

　

額
総

６

１
１

１

億

査
審
を
算
予
の
円
万
千

主
な
質
疑

〔
総
務
費
〕

〔
民
生
費
〕

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
納
税
機
会
拡
充
事
業

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
社
会
実
験
事
業

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
管
理

運
営
事
業

子
育
て
交
流
施
設
運
営
事

業

　
　

利
用
方
法
は
。

　

ま
た
、
納
税
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
は
付
く
の
か
。

　
　

納
付
書
に
印
刷
さ
れ

た
バ
ー
コ
ー
ド
を
ア
プ
リ

で
読
み
取
っ
て
利
用
す
る
。

　

決
済
方
法
は
、
銀
行
口

座
か
ら
口
座
振
替
さ
れ
る

も
の
や
ア
プ
リ
に
事
前
に

チ
ャ
ー
ジ
し
た
残
高
を
利

用
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

利
用
す
る
ア
プ
リ
に
よ

っ
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
の
残
高
チ
ャ
ー
ジ

問答

問答

問答問答

問答

や
納
付
額
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
も
の

も
あ
る
。

　
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
タ
ク
シ
ー
導
入
補
助

の
内
容
は
。

　
　

国
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
購
入
す
る
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て
、
町
の
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

使
用
す
る
車
両
２
台
分
に

対
し
、
１
台
当
た
り
30
万

円
の
補
助
金
を
上
乗
せ
す

る
。

　
　

３
年
度
か
ら
追
加
で

導
入
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　

電
話
回
線
が
な
い
家

庭
の
場
合
、
希
望
者
に
携

帯
型
の
機
器
を
無
料
で
貸

し
出
す
。

　

ま
た
、
見
守
り
セ
ン
サ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
す

る
。
固
定
型
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
有
線
で
セ
ン

サ
ー
を
つ
な
ぎ
、
利
用
者

が
よ
く
通
る
場
所
に
設
置

す
る
。
セ
ン
サ
ー
が
18
時

間
利
用
者
の
動
き
を
察
知

し
な
い
場
合
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
る
。

セ
ン
サ
ー
の
費
用
は
自
己

負
担
で
月
額
６
６
０
円
。

　
　

職
員
体
制
は
。

　
　

正
規
職
員
２
人
と
保

育
士
等
の
資
格
を
持
つ
会

計
年
度
任
用
職
員
７
人
が
、

交
代
で
勤
務
す
る
。

　
　

コ
ス
モ
ス
児
童
館
と

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
も
ち
ゃ
は
、
新
施
設
で

も
使
用
す
る
の
か
。

　
　

傷
ん
で
い
る
物
は
処

分
す
る
が
、
必
要
な
物
は

新
施
設
で
も
使
用
す
る
。

残
り
は
、
希
望
す
る
幼
稚

園
な
ど
へ
譲
渡
す
る
か
加

古
郡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

81602021年４月25日発行



問答問答問答

稲美中央公園の駐車場予定地

〔
衛
生
費
〕

〔
農
林
水
産
業
費
〕

〔
商
工
費
〕

〔
土
木
費
〕

出
産
お
祝
い
金
支
給
事
業

ご
み
収
集
運
搬
事
業

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

稲
美
中
央
公
園
改
修
事
業

〔
消
防
費
〕

災
害
対
策
活
動
事
業

保
育
所
緊
急
整
備
事
業

保
育
士
確
保
補
助
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

稲
美
町
Ｐ
Ｒ
バ
ス
ツ
ア
ー

事
業

小
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
（
実
施
設
計
）
事
業

〔
教
育
費
〕

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支

援
事
業

へ
持
ち
込
む
予
定
。

　
　

現
行
の
２
万
４
千
円

分
の
お
米
券
支
給
事
業
か

ら
変
更
す
る
経
緯
は
。

　
　

育
児
用
品
な
ど
の
購

入
も
で
き
る
よ
う
稲
美
町

共
通
商
品
券
を
支
給
す
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
支

給
相
当
額
を
現
行
の
約
２

倍
の
５
万
円
に
増
額
す
る
。

　
　

認
定
こ
ど
も
園
の
特

長
は
。

　
　

公
立
幼
稚
園
と
同
様

の
教
育
時
間
を
設
定
で
き

る
と
と
も
に
、
教
育
時
間

終
了
後
は
預
か
り
保
育
を

実
施
で
き
る
。

　
　

３
年
度
か
ら
新
設
の

新
卒
保
育
士
等
就
労
支
援

一
時
金
の
内
容
は
。

　
　

待
機
児
童
問
題
解
消

に
向
け
て
保
育
士
等
を
確

保
す
る
た
め
、
新
規
に
採

用
す
る
保
育
士
等
（
新
卒

ま
た
は
潜
在
保
育
士
）
に

特
別
給
付
を
支
給
す
る
事

業
者
に
対
し
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
。
補
助
額
は
、

問答問答

問答問答

問答

問答

問答問答

問答

採
用
後
３
カ
月
、
１
年
、

２
年
経
過
で
各
10
万
円
。

　
　

３
月
11
日
現
在
の
接

種
体
制
に
関
す
る
状
況
は
。

　
　

当
町
に
最
初
の
ワ
ク

チ
ン
（
約
千
回
分
）
が
届

く
の
は
、
４
月
26
日
以
降

の
予
定
。

　

稲
美
中
央
病
院
に
冷
凍

庫
を
配
置
し
、
平
日
と
土

曜
日
の
午
前
中
に
接
種
を

お
願
い
す
る
。

　

土
曜
日
の
午
後
と
日
曜

日
の
午
前
・
午
後
は
、
当

面
の
間
、
い
な
み
野
体
育

セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

接
種
券
の
郵
送
開
始

時
期
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
期
は
。

　
　

接
種
券
は
、
４
月
中

旬
頃
に
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
一
斉
に
発
送
予
定
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
３

月
下
旬
頃
に
開
設
し
、
予

約
の
受
付
業
務
に
先
立
ち

相
談
業
務
を
開
始
予
定
。

　

予
約
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ウ
ェ
ブ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受

け
付
け
る
。

　
　

粗
大
ご
み
収
集
業
務

委
託
料
が
前
年
度
よ
り
増

え
て
い
る
理
由
は
。

　
　

11
月
以
降
、
布
団
な

ど
の
長
尺
可
燃
ご
み
を
粗

大
ご
み
収
集
日
に
収
集
し
、

東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
高
砂
市
）
ま

で
運
搬
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
パ
ッ
カ
ー
車

な
ど
を
増
や
す
た
め
の
増

額
で
あ
る
。

　
　

狩
猟
免
許
等
取
得
支

援
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　

地
域
住
民
が
有
害
鳥

獣
を
駆
除
す
る
た
め
に
狩

猟
免
許
を
取
得
す
る
場
合

に
、
一
人
当
た
り
上
限
５

万
円
の
補
助
を
行
う
。

　
　

事
業
概
要
と
参
加
者

の
要
件
は
。

　
　

稲
美
町
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
農
業
体
験
、

工
場
見
学
、
観
光
な
ど
が

で
き
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
。

　

町
内
だ
け
で
な
く
町
外

か
ら
も
参
加
い
た
だ
け
る
。

　　
　

整
備
す
る
駐
車
場
及

び
改
修
す
る
ト
イ
レ
の
場

所
は
。

　
　

こ
ど
も
の
国
の
遊
具

の
更
新
な
ど
に
よ
る
利
用

者
増
加
を
見
込
み
、
健
康

づ
く
り
施
設
の
東
側
の
駐

車
場
を
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
付
近
ま
で
拡
大
す
る
。

　

ト
イ
レ
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
北
側
と
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
２
カ
所
の
内
装
工

事
を
行
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

北
側
の
ト
イ
レ
は
、
洋
式

に
変
え
る
。

　
　

防
災
備
品
の
保
管
場

所
が
、
役
場
や
小
中
学
校

な
ど
に
分
散
し
て
い
る
が
。

　
　

現
在
の
保
管
ス
ペ
ー

ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

避
難
所
な
ど
に
分
散
し
て

い
る
。

　

保
管
場
所
の
確
保
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
）
は
中
学
校

区
に
１
台
ず
つ
配
置
さ
れ

る
が
、
１
台
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

含
む
教
材
は
児
童
生
徒
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ウ
ェ

ブ
上
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
ロ
ボ

ッ
ト
に
送
信
で
き
る
の
で
、

複
数
の
教
室
で
同
じ
時
間

帯
に
授
業
が
で
き
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
が
自
分
た
ち
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ど
お
り
動

く
か
ど
う
か
は
、
計
画
を

立
て
て
各
教
室
に
持
ち
回

っ
て
試
す
こ
と
に
な
る
。

　
　

母
里
小
学
校
と
天
満

東
小
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
使
用
開
始
時
期
は
。

　
　

３
年
度
は
実
施
設
計

を
行
い
、
国
の
補
助
を
活

用
し
て
４
年
度
に
工
事
を

行
う
の
で
、
使
用
開
始
は

そ
れ
以
降
に
な
る
予
定
。
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トイレ手洗器の自動化

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

○
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

改
造
費
を
予
算
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
加

古
、
母
里
、
天
満
小
学
校
、

稲
美
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
及
び
手
洗
器
の
自

動
化
な
ど
の
改
造
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

母
里
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
造
等
に
係
る
設
計
委
託

料
、
加
古
、
母
里
、
天
満

小
学
校
、
稲
美
中
学
校
の

監
理
等
の
委
託
料
及
び
工

事
請
負
費
を
予
算
措
置
し

ま
し
た
。

　

予
算
を
３
年
度
に
繰
り

越
し
、
国
の
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
て
改
造
等
を
行

い
ま
す
。

　
　

洋
式
に
変
更
す
る
ト

イ
レ
の
数
は
確
定
し
て
い

問

問 答答

問答

問答

る
の
か
。

　
　

設
計
前
の
た
め
数
は

未
定
だ
が
、
全
て
洋
式
へ

転
換
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

○
地
域
振
興
商
品
券

（
第
二
期
）
を
交
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
町
内
の
小

規
模
事
業
者
の
支
援
と
消

費
を
喚
起
す
る
た
め
、
住

民
一
人
当
た
り
５
千
円
分

の
地
域
振
興
商
品
券
を
再

度
交
付
し
ま
す
。

　

予
算
を
３
年
度
に
繰
り

越
し
、
国
の
臨
時
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
　

発
行
時
期
は
。

　
　

６
月
以
降
の
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
実
施
し
た

い
。＝

全
会
一
致　

可
決
＝

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

出
産
す
る
母
親
へ
の
応

援
給
付
金
事
業
の
対
象

期
間
を
延
長

　

赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
さ
れ

た
母
親
を
対
象
に
、
町
独

自
で
赤
ち
ゃ
ん
一
人
に
つ

き
10
万
円
を
支
給
し
て
い

る
事
業
に
お
い
て
、
対
象

と
な
る
出
産
日
は
、
３
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
３
年
12
月

31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

予
算
を
３
年
度
に
繰
り

越
し
、
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
　

多
胎
児
を
出
産
さ
れ

た
母
親
へ
の
給
付
額
は
。

　
　

ふ
た
ご
の
場
合
、
一

人
10
万
円
で
計
20
万
円
と

な
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
を
増
額

　

２
月
の
臨
時
会
で
補
正

し
た
住
民
に
対
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
費
用
を
、

そ
の
後
の
体
制
整
備
状
況

に
合
わ
せ
て
増
額
補
正
し

ま
し
た
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
相

談
支
援
員
の
増
員
及
び
集

団
接
種
回
数
の
増
加
な
ど

に
よ
る
委
託
料
な
ど
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
一
部
を
３
年
度

に
繰
り
越
し
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま

す
。

　
　

一
週
間
に
つ
き
何
人

く
ら
い
接
種
で
き
る
の
か
。

　
　

土
曜
日
の
午
後
、
日

曜
日
の
午
前
及
び
午
後
に

実
施
予
定
の
い
な
み
野
体

育
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接

種
で
約
８
４
０
人
、
平
日

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）
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と
土
曜
日
の
午
前
中
に
実

施
予
定
の
稲
美
中
央
病
院

で
約
８
０
０
人
の
接
種
を

見
込
ん
で
い
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

○
教
育
長
の
任
命
に
同

意
　

北
谷　

錦
也
氏
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。（

新
任
）

住
所　

加
古
川
市
加
古
川

町
中
津
７
６
７
番
地
の
７

　

任
期
は
、
前
任
者
の
残

任
期
間
で
あ
る
３
年
９
月

30
日
ま
で
の
半
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

人
事
案
件

き
た 

た
に

き
ん  

や

令和２年度 一般会計補正予算 （第10号、第11号）
補正増額 3億6,958万円　総額 167億3,961万円

第二期稲美町地域振興商品券事業費、新型コロナウイルス感染症対策費などを増額

<第10号 >歳入の主な内容
○新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
　交付金　　　　　　 　２億８,１９７万円増額
　　新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策
　及び感染拡大により影響を受けた地域経済や
　住民生活の支援に対し、国から交付される臨
　時交付金の２次配分です。

○学校施設環境改善交付金
　１億１,９８６万円増額

　　小中学校のトイレ改造工事に対する国庫補
　助金及び天満幼稚園の園舎増築工事に係る国
　庫補助金の増額分です。

<第10号 >歳出の主な内容
○第二期稲美町地域振興商品券事業 

１億６,０１４万円新設
　　新型コロナウイルス感染症拡大で影響を受け
　た地域経済の復興及び消費喚起のため、住民
　一人当たり５千円分の地域振興商品券を交付
　する事業（第二期分）に係る費用です。（３
　年度に繰り越し）

○小中学校トイレ改造事業   ５億６１４万円増額
　　新型コロナウイルス感染症対策として、加古、
　母里、天満小学校及び稲美中学校のトイレ洋式
　化、手洗器の自動化などを行う改造工事に係る
　費用です。（３年度に繰り越し）

＝　全会一致　可決　＝

<第11号 >歳入の主な内容
○新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
　交付金　　　　　　 １億５２５万円増額
　　新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策
　及び感染拡大により影響を受けた地域経済や
　住民生活の支援に対し、国から交付される臨
　時交付金の３次配分です。

○新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事
　業費補助金　　　　　　　 ３,７８４万円増額
　　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
　のための経費に対する国庫補助金の上限額改
　定による増額分です。

<第11号 >歳出の主な内容
○コロナ禍において出産する母親への応援給付 
　金事業　　　　　　 　  １,４５７万円増額
　　2年4月28日から3年3月31日までに赤ちゃんを
　出産した母親を対象に町独自で赤ちゃん一人に
　つき10万円を給付する事業を、3年12月31日まで
　延長することにより、給付金などを増額します。
　（３年度に繰り越し）

○新型コロナウイルスワクチン接種事業
３,９００万円増額

　　新型コロナウイルスワクチン接種に係るコー
　ルセンターの増員、集団接種回数の増加及びシ
　ステム改修などにより、委託料などを増額しま
　す。（一部を３年度に繰り越し）

＝　全会一致　可決　＝

11 160 2021年４月25日発行



▶一般会計補正予算（第11号）                 
                           ▶一般会計予算　▶国民健康保険特別会計予算　▶介護保険特別会計予算                  
▶介護サービス特別会計予算　▶水道事業会計予算　▶下水道事業会計予算                  

え
く
ゆ
の
書
見
意

論
討

制
定
さ
れ
た
条
例

○
稲
美
町
立
子
育
て
交

流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

５
月
５
日
に
開
設
予
定

の
稲
美
町
立
子
育
て
交
流

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
の
必
要
事
項
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
負
担
で
建
設
し

た
施
設
で
あ
る
。
町
内
の

人
が
優
先
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

住
民
が
待
ち
望
ん
だ
施
設

で
あ
り
、
そ
の
設
置
管
理

に
必
要
な
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
遊
び

の
場
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

〉
対
反
〈

木
村　

圭
二

〉
対
反
〈

大
路　
　

恒

〉
成
賛
〈

池
田　

博
美

〉
成
賛
〈

長
谷
川
和
重

〉
成
賛
〈

長
谷
川
和
重

〉
成
賛
〈

樋
口　

瑞
佳

〉
成
賛
〈

大
山　

和
明

〉
成
賛
〈

河
田
公
利
助

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る

交
流
施
設
で
あ
る
た
め
、

条
例
制
定
に
賛
成
と
す
る
。

　

住
民
に
は
自
宅
や
学

校
・
職
場
以
外
に
第
三
の

場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
）
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

こ
の
条
例
に
賛
成
す
る
。

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

　

低
所
得
者
層
へ
の
保
健

医
療
を
軽
減
す
る
特
例
措

置
を
廃
止
し
た
。
負
担
増

に
拍
車
を
か
け
る
も
の
だ
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

　

若
い
世
代
と
高
齢
者
が

公
平
に
国
民
皆
保
険
を
引

き
継
い
で
い
く
支
え
合
い

の
制
度
で
、
本
予
算
の
妥

当
性
を
認
め
賛
成
す
る
。

　

本
会
議
予
算
審
議

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

　

社
会
全
体
で
高
齢
者
の

医
療
費
を
支
え
合
う
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
、

適
切
な
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
の
で
賛
成
す
る
。

　

県
の
広
域
連
合
と
市
町

村
と
が
事
務
を
行
い
、
低

所
得
者
に
係
る
保
険
料
の

軽
減
も
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
賛
成
と
す
る
。

（
賛
成
10
、
反
対
3
）

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

修
正
可
決
し
ま
し
た

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
を

よ
り
充
実
さ
せ
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
政

策
を
求
め
る
意
見
書

　

２
月
の
臨
時
会
で
議
会

運
営
委
員
会
に
付
託
の
う

え
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
意
見
書
の
修
正
案
が
、

議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
答
え
た
事
業
所
が
40
％

に
の
ぼ
る
が
、
意
見
書
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　　

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の

木
村　

圭
二

〈
原
案
及
び
委
員
会
の
修

正
案
に
対
す
る
反
対
〉

池
田　

博
美

〈
委
員
会
の
修
正
案
に
対

す
る
賛
成
〉

山
田　

立
美

〈
委
員
会
の
修
正
案
に
対

す
る
賛
成
〉

支
援
を
行
う
こ
と
は
感
染

収
束
に
不
可
欠
な
要
望
で

あ
る
た
め
、
追
加
す
る
意

見
書
案
に
賛
成
す
る
。

　

継
続
的
な
医
療
体
制
と

暮
ら
し
の
安
定
に
加
え
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
行
す

る
自
治
体
支
援
を
求
め
る

も
の
な
の
で
賛
成
す
る
。

【
委
員
会
の
修
正
案
】

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

【
修
正
議
決
し
た
部
分
を

除
く
原
案
】

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

　

議
会
に
お
い
て
、
表
決
の
前

に
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
、
賛
成
か
反
対
か
の
議
員

個
人
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

意見書を国へ提出

新型コロナウイルス感染症への対策を
より充実させ国民の命と暮らしを守る

政策を求める

１　すべての医療機関への減収補填を行うこと

２　全額国庫負担での早急な財政措置と、とりわけ
　医療機関や高齢者施設への社会的ＰＣＲ検査を頻
　回行えるよう抜本的充実を行うこと

３　持続化給付金の第2弾、雇用調整助成金、家賃
　支援金など直接支援の継続・充実を行うこと

４　生活困窮者に対する支援の強化を行うこと

５　ワクチン接種体制の支援を行うこと

◎提出先
　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大
　臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣府特命担
　当大臣（ワクチン接種、経済財政政策）など

（要約）
ほ  てん
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全員が賛成した議案
議　案　名 議決日

条例

▶国民健康保険条例の一部改正　▶国民健康保険税条例の一部改正
▶特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正　▶固定資産評価審査委員会
条例の一部改正　▶高齢期移行者福祉医療費助成条例の一部改正　▶こども医療費助成条例の一部改正
▶重度障害者・母子家庭等福祉医療費助成条例の一部改正　▶介護保険条例の一部改正　▶町立幼稚園に
おける預かり保育の実施に関する条例の一部改正　▶兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部変更　
▶指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正

▶一般会計補正予算（第10号）　▶国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
▶下水道事業会計補正予算（第２号）      

▶町道の路線の認定     
▶教育長の任命    

▶一般会計補正予算（第９号）

▶一般会計補正予算（第11号）                 
                           ▶一般会計予算　▶国民健康保険特別会計予算　▶介護保険特別会計予算                  
▶介護サービス特別会計予算　▶水道事業会計予算　▶下水道事業会計予算                  

3/8

3/19

3/19

3/19

2/2

3/8

3/8
3/19

２年度
予算

３年度
予算

その他

　新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、傍聴者の定員を制限しています。議場・委員会
室へ入場（室）される際は、出入り口に設置している消毒液をご使用ください。また、マスクを着用し、
隣の人との間隔を空けてご着席ください。体調がすぐれない人は、傍聴をご遠慮ください。

　町議会では、予算や条例をはじめ行政に対する
一般質問など、住みよいまちづくりをめざして審
議をしています。
　この審議の様子を住民のみなさんに傍聴してい
ただくための傍聴席を、６席に制限しています。
　明瞭な音声を聴きとることができるようにヘッ
ドホンを設置しています。車いすに乗られたまま
でも傍聴席に着けるようリフトも設置しています。
　要約筆記、手話通訳の必要な人は１週間前まで
にお問い合わせください。
　１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも
議会の様子を生中継でご覧いただけます。
　また、一般質問の録画放送を本会議終了後に行
います。
　常任委員会の日程は、議会事務局にお問い合わ
せください。

【問合先】
　　　議会事務局　☎４９２－９１４７（直通）

　議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマートフォンなどで
視聴できます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像インターネット配信」をご
覧ください。

賛否の分かれた議案

議　案　名
成
賛
対
反

果
結
決
議

日
決
議 口

樋

佳
瑞

山
小

美
裕

村
木

二
圭
重
和
川
谷
長

助
利
公
田
河
元
辻

志
誠

山
大

明
和

田
山

美
立

灘
関

澄
真

剛

路
大
　

恒

口
山

守

田
池
　

美
博
子
つ
い
田
池

３年度
予算

意見書

後期高齢者医療特別会計予算

町立子育て交流施設の設置及び管理に関する
条例の制定　

新型コロナウイルス感染症への対策を
より充実させ国民の命と暮らしを守る
政策を求める意見書

修正案

10 3 可決 3/19 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ×

12 1 2/19 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

条　例

12 1
修正
可決 2/19 ○○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

12 1 可決 3/19 ○○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○印は賛成を、×印は反対を示しています。
※議長は採決に加わりませんので「－」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

修正部
分を除
く原案

議案などの審議結果【2月臨時会・3月定例会】

次回の定例会の日程（予定）

と　き 予定している主な内容

議案の提案理由の説明

一般質問

一般質問

6月 日（金） 9：30～4

6月  日（水） 9：30～16

6月 日（木） 9：30～17

6月21日（月） 9：30～ 議案に対する質疑・討論・表決
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※登壇順（質問順）に掲載しています。

のある質問事項を掲載しています。

一般質問一般質問3月定例会

まちづく
りをどう

する

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

河田 公利助 15
①地域交通の更なる充実を
②災害弱者の救済と孤立化防止策と出口戦略を
③コウノトリと文化財保護

大山　和明 15
①デマンド型乗合タクシー社会実験事業について
②町の安全・安心に「見守りカメラ」の整備を
③小中一貫教育の取り組みについて

山田　立美 16
①歯と口腔の健康づくり対策を問う
②学校歯科健診の取り組みを問う
③コロナ影響下における救急医療体制について

16
①介護保険サービス申請の窓口対応を問う
②待機児童解消の取り組みを問う
③新型コロナ対策を問う　　　④安心・安全のまちづくりを問う

17
①子どもたちの心のケアを
②シトラスリボンの周知と普及を
③若者の声をかたちに

辻元　誠志 17
①ワクチン接種について

②少子化対策の強化及び定住の促進について

山口　　守 18
①誰一人取り残さない町に
②障がい福祉計画の推進を　　　③稲美町で働く人のために
④県の新規・拡充事業への随伴は

池田　博美 18
①財政調整基金の使途は
②コスモス児童館と清掃センターの跡地活用は
③「いきいき農地バンク」の活用を

樋口　瑞佳 19
①野焼きの煙害軽減策を 　②稲美町スポーツ施設の予約抽選申し込みなどをシステム化に
③住民の方が意見を出しやすくするために　　④道路に自転車レーンの導入を
⑤ユニバーサルデザインを様々な場面に

池田 いつ子 19
①性別欄廃止の検討を

②稲美中央公園にインクルーシブな視点を

大路　　恒 20
①コロナ禍のなか放課後児童クラブの手洗い場に自動水栓蛇口の増設を
②国保税のうち18歳未満の加入者の均等割の廃止を
③「いなみっこ広場」の開設に当たりコスモス児童館廃止後の利用方法将来像は

①児童虐待防止に向けて
②殺処分ゼロをめざす地域猫との付き合い方
③乳がん患者に「アピアランスケア」の支援を

長谷川 和重 20
①保育士を確保するための事業について
②第６期いなみ障がい福祉計画策定について問う
③稲美町の企業誘致の現状と将来のビジョン・対策について      ④ふるさと納税推進について

小山　裕美 21

木村　圭二
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おお やま

　　

　

 
大 山　和

かず

 明
あき

地
域
交
通
の
更
な
る
充
実
を

課
題
は
あ
る
が
積
極
的
に
取
り
組
む

河わ
か 

田た

公く 

利り 

助け
す

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー「
あ
い
の
り
い
な
み
」

の
利
用
制
限
の
緩
和
や
、

土
山
駅
に
行
け
る
な
ど
目

的
地
の
拡
大
は
。

企
画
担
当
部
長　
実
施
で

き
な
い
課
題
も
多
く
あ
る

が
、
少
し
で
も
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

加
古
川
市
で
「
か
こ
バ

土山駅にも行けるかこバスミニ（JR土山駅南口）

ス
ミ
ニ
」
平
岡
東
ル
ー
ト

の
運
行
が
始
ま
り
、
当
町

に
近
い
場
所
か
ら
土
山
駅

に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
町
も
で
き
な
い
か
。

企
画
担
当
部
長　
困
難
だ

が
地
域
公
共
交
通
計
画
を

策
定
し
て
い
く
中
で
、
住

民
の
交
通
移
動
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
課
題
を
整
理
す
る
。

　　

住
民
が
孤
独
に
な
ら
ず
、

孤
立
し
な
い
よ
う
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　
「
ひ
ょ

う
ご
暮
ら
し
と
仕
事
の
よ

り
そ
い
支
援
セ
ン
タ
ー
」

や
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

地
域
福
祉
課
な
ど
で
相
談

を
受
け
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
救
済
策
の
情

報
発
信
が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
救
済
策

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町

広
報
、
有
線
放
送
な
ど
で

発
信
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
た
情
報
発
信
は
、

現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

孤
独
・
孤
立
対
策
を

２市２町で見守りカメラの整備を

　

見
守
り
カ
メ
ラ
は
、
犯

罪
抑
止
や
位
置
情
報
の
確

認
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の

見
守
り
な
ど
に
つ
な
が
る
。

　

２
市
２
町
広
域
で
の
見

守
り
カ
メ
ラ
の
整
備
を
。

経
済
環
境
部
長　
３
年
度

は
既
存
の
補
助
制
度
に
加

え
、
既
設
防
犯
カ
メ
ラ
の

修
繕
費
の
補
助
を
新
設
す

る
。
近
隣
市
町
の
人
口
千

人
当
た
り
の
設
置
台
数
な

ど
も
研
究
す
る
。

　

試
験
運
行
開
始
か
ら
２

カ
月
が
経
ち
、
利
用
者
か

ら
は
「
帰
り
の
予
約
が
困

る
」
な
ど
の
厳
し
い
声
を

聞
く
。
改
善
策
は
。

企
画
担
当
部
長　
社
会
実

験
運
行
期
間
中
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
な

が
ら
課
題
を
一
つ
一
つ
整

理
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
政
策
部
長　
町
で
は

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解

消
に
向
け
、
小
中
学
校
教

員
が
一
体
と
な
っ
て
児
童

生
徒
の
学
び
や
成
長
を
支

え
る
小
中
連
携
教
育
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
で
は
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
予
定
は
な
い
。

課
題
が
多
い
試
験
運
行
中

の
「
あ
い
の
り
い
な
み
」

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

稲美北中学校の体育館外壁に設置
されている防犯カメラ

近隣市町の動向を注視していく町　長

町
　
長
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町　長

　

　

車
道
と
歩
道
の
段
差
で
、

夜
間
、
二
輪
車
を
運
転
す

る
の
に
危
険
だ
。
歩
道
に

反
射
板
を
設
置
す
べ
き
だ
。

土
木
課
長　
県
は
県
道
に

設
置
を
進
め
て
い
る
。
町

も
計
画
を
持
っ
て
設
置
し

た
い
。

　

車
道
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の

段
差
解
消
を
求
め
る
。

土
木
課
長　
危
険
な
箇
所

か
ら
順
次
補
修
し
て
い
る
。

　　

３
年
度
も
、
一
人
当
た

り
５
千
円
の
商
品
券
配
布

を
決
断
し
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
引
き
続
き

生
活
支
援
と
経
済
対
策
を
。

経
営
政
策
部
長　
国
の
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。
３
年
度
も
、
効
果

的
な
生
活
支
援
と
経
済
対

策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

保
育
所
に
入
所
で
き
ず
、

幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
る

園
児
は
何
人
か
。

健
康
福
祉
部
長　
３
年
度

幼
稚
園
内
定
者
は
10
人
だ
。

　

待
機
児
童
解
消
の
具
体

的
な
施
策
を
提
案
し
た
が
、

検
討
し
て
い
な
い
。

健
康
福
祉
部
長　
保
育
士

確
保
施
策
を
拡
充
す
る
。

　

二
次
救
急
医
療
体
制
下

で
発
生
し
た
救
急
搬
送
困

難
事
案
の
発
生
割
合
は
。

経
済
環
境
部
長　
元
年
は

０
・
８
％
、
２
年
は
１
・

４
％
で
あ
る
。
県
立
加
古

川
医
療
セ
ン
タ
ー
と
加
古

川
中
央
市
民
病
院
を
中
心

に
、
各
医
療
機
関
が
連
携

し
、
救
急
医
療
に
対
応
し

て
い
る
。

　

妊
婦
の
歯
科
検
診
の
受

診
率
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
妊
娠
の

届
け
出
が
あ
っ
た
と
き
に
、

検
診
の
案
内
を
し
、
受
診

を
勧
め
て
い
る
。

　

学
校
で
行
っ
た
歯
科
健

診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

教
育
政
策
部
長　
２
年
度

の
健
診
結
果
で
は
、
虫
歯

の
あ
る
児
童
生
徒
は
全
体

の
35
・
４
％
と
な
っ
た
。

健
診
結
果
は
、
保
護
者
へ

文
書
で
通
知
し
て
お
り
、

治
療
や
相
談
を
要
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
は
、

再
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

ま
た
、
受
診
結
果
の
報
告

書
を
提
出
す
る
よ
う
案
内

し
て
い
る
。
報
告
が
な
い

場
合
は
、
懇
談
時
な
ど
で

保
護
者
に
対
し
受
診
す
る

よ
う
勧
め
て
い
る
。

コロナ禍の救急医療体制を問う
適切な対応が行われている

土
木
課
長

順
次
設
置
を
す
す
め
る

山 田  立 美

木
村 

圭
二

やま

き

む
ら

け
い

じ

だ たつ み

ただ今、歯科健診中です

道路に設置されている反射板

車
道
と
歩
道
の
段
差
に
反
射
板
設
置
を

生
活
支
援
と
経
済
対
策
に

積
極
的
取
り
組
み
を

待
機
児
童
解
消
を
問
う
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シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
の
周
知
と
普
及
を

教
育
政
策
部
長
　様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
の
周

知
と
普
及
の
現
状
は
。

教
育
政
策
部
長　
シ
ト
ラ

ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
動
に
町
内
２
小
学
校
が

参
加
し
、
リ
ボ
ン
や
カ
ー

ド
の
作
成
・
配
付
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
は
、

身
に
つ
け
る
こ
と
で
自
分

広めようシトラスリボン

自
身
が
差
別
や
偏
見
、
誹

謗
中
傷
を
し
な
い
と
い
う

意
思
表
示
に
な
る
。
広
め

る
予
定
は
。

教
育
政
策
部
長　
各
小
中

学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
や
授
業
に
よ
り

「
コ
ロ
ナ
差
別
や
偏
見
、

誹
謗
中
傷
を
し
な
い
」
と

い
う
意
識
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
る
。
今
後
も
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

町
長　
総
合
戦
略
な
ど
の

計
画
を
策
定
す
る
な
か
で

頂
い
た
意
見
は
、
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

た
い
。

　

若
者
の
声
を
直
接
聞
く

話
し
合
い
の
場
は
あ
る
か
。

企
画
担
当
部
長　
大
学
と

連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
で
、
学
生
の
声
を

取
り
入
れ
な
が
ら
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

高齢者のワクチン接種はどうなる
供給後は速やかな接種に努める

　

４
月
以
降
に
始
ま
る
高

齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
準
備
状
況
は
。

町
長　
接
種
券
の
印
刷
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

加
古
川
医
師
会
と
の
協
議
、

集
団
接
種
会
場
の
確
保
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
な
ど
の
情
報
提
供

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
接
種
券

発
送
時
に
、
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
説
明
書
を
同
封
す
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

に
も
情
報
を
掲
載
す
る
。

　

集
団
接
種
に
よ
る
集
団

免
疫
の
獲
得
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
に
必

要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
集
団
接

種
は
、
感
染
症
の
発
生
予

防
、
感
染
拡
大
や
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
に
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

少
子
化
対
策
や
定
住
促

進
と
し
て
、
新
婚
世
帯
へ

の
支
援
の
拡
大
を
。

企
画
担
当
部
長　
金
銭
的

な
問
題
で
、
結
婚
を
た
め

ら
う
人
を
支
援
す
る
事
業

で
あ
る
。
３
年
度
に
国
の

補
助
対
象
範
囲
な
ど
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
18
万
円

か
ら
30
万
円
に
拡
充
す
る
。

終息に向けてワクチン接種を

町　長

辻 元  誠 志
つじ もと せい し

　
田  

剛

よ
し

だ

つ
よ
し

若
者
の
声
を
か
た
ち
に

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の

拡
大
を

ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う
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障
が
い
福
祉
計
画
推
進
を

90.5

67.5

32.1
42.1

28.6
21.7 17.4
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明石市
29.9
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高砂市
9.2

稲美町
3.1

播磨町
3.3

太子町
3.4

猪名川町
3.1

財政調整基金

財政調整基金残高（令和元年度決算：億円）
基金残高
（億円）

市町名
人口（万人）

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
町
に

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

　

地
域
生
活
課
題
の
解
決

の
た
め
に
、
支
援
が
包
括

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の

整
備
は
。

健
康
福
祉
部
長　
関
係
部

署
、
関
係
機
関
な
ど
と
情

報
共
有
す
る
な
ど
の
連
携

に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

課
題
の
解
決
に
向
け
た
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

みんなでつくる誰もが安心して暮らせる
地域共生社会

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
が

持
つ
べ
き
主
な
機
能
の
推

進
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
緊
急
時

に
対
応
す
る
た
め
、
障
が

い
者
が
短
期
入
所
を
体
験

で
き
る
よ
う
、
町
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
受
け
入

れ
態
勢
な
ど
の
調
整
を
図

っ
て
い
る
。 

ま
た
、
専
門

的
人
材
の
確
保
・
養
成
、

地
域
の
体
制
づ
く
り
は
、

近
隣
市
町
の
取
り
組
み
を

参
考
に
し
て
い
く
。

　

県
の
新
規
・
拡
充
事
業

「
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
「
骨

髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
」
は
、
市
町
が
実
施
主

体
と
な
る
。
導
入
に
つ
い

て
見
解
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　
い
ず
れ

も
検
討
す
べ
き
事
業
と
考

え
て
い
る
。

財政調整基金で住民へ還元を
健全運営で生活と財産を守る

財政調整基金グラフ

町　長

町
　
長

池 田  博 美
いけ だ ひろ み

山
口  

守

や
ま
ぐ
ち

ま
も
る

県
事
業
の
随
伴
は

ず
い
は
ん

　

町
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
は
、
平
成
19
年

度
に
10
億
円
と
な
り
危
機

的
状
態
に
あ
っ
た
が
、
令

和
元
年
度
決
算
は
42
億
円

を
確
保
で
き
た
。
健
全
な

財
政
運
営
を
評
価
す
る
。

今
後
は
、
住
民
へ
の
還
元

に
努
め
る
べ
き
だ
。

町
長　
学
校
施
設
の
整
備

な
ど
に
努
め
つ
つ
、
財
政

の
危
機
的
状
態
か
ら
脱
し

一
定
の
額
が
確
保
で
き
た
。

今
後
、
社
会
保
障
費
の
増

加
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な

ど
で
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
が
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

住
民
生
活
と
財
産
を
守
る
。

経
営
政
策
部
長　
当
町
は

健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
は
不
透
明
。
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
ず

健
全
財
政
を
持
続
さ
せ
る
。

　

農
地
集
積
率
の
全
国
平

均
は
57
％
だ
が
、
兵
庫
県

は
24
％
と
低
く
、
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
で
農
地
維

持
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
集
落
単
位
で
一
括
管

理
す
る
い
き
い
き
農
地
バ

ン
ク
方
式
で
維
持
管
理
を
。

経
済
環
境
部
長　
農
業
委

員
会
、
土
地
改
良
区
、
集

落
営
農
組
合
な
ど
と
連
携

し
た
体
制
を
作
り
た
い
。

（
注
）

い
き
い
き
農
地
バ
ン
ク

（注）農地集積率
　農地を所有し、または借り入れることなどによ
り、利用する農地面積を拡大すること
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町　長

　

　

公
園
造
り
の
新
し
い
流

れ
は
、
障
が
い
の
あ
る
子

も
な
い
子
も
同
じ
場
所
で

一
緒
に
遊
べ
る
「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
」
で
あ
る
。

障
が
い
の
有
無
や
年
齢
差

に
関
係
な
く
、
み
ん
な
に

愛
さ
れ
る
公
園
に
。

町
長　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
視
点
か
ら
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
楽
し
く
遊
べ
る
遊
具
の

設
置
を
検
討
し
た
い
。

区
画
・
公
園
担
当
課
長　

児
童
や
保
護
者
か
ら
広
く

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
遊
具
の
設

置
及
び
周
辺
環
境
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
一
緒
に
遊
べ
る
遊
具

の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　

遊
具
の
色
に
も
配
慮
が

必
要
だ
。
自
然
に
近
い
落

ち
着
い
た
ア
ー
ス
カ
ラ
ー

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

区
画
・
公
園
担
当
課
長　

遊
具
の
基
本
色
は
決
ま
っ

て
お
り
、
変
更
は
困
難
だ
。

　

何
本
の
木
を
伐
採
す
る

の
か
。
植
樹
の
計
画
は
。

区
画
・
公
園
担
当
課
長　

遊
具
設
置
の
た
め
、
約
70

本
の
伐
採
が
必
要
で
あ
る
。

　

植
樹
は
、
具
体
的
に
遊

具
の
配
置
状
況
を
見
て
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
画
面
か
ら
も
住
民
の
意

見
を
受
け
付
け
て
ほ
し
い
。

企
画
担
当
部
長　
各
課
に

直
接
問
い
合
わ
せ
で
き
る

仕
組
み
だ
が
、
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
か
ら
も
直
接
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

「
目
安
箱
」
を
明
る
い

別
の
名
称
に
変
更
を
。

経
営
政
策
部
長　
目
安
箱

で
住
民
に
定
着
し
て
い
る
。

案
内
表
示
を
工
夫
し
た
い
。

経
済
環
境
部
長　
苦
情
が

あ
れ
ば
現
場
へ
行
き
、
煙

害
軽
減
の
配
慮
を
お
願
い

し
て
い
る
。
自
治
会
な
ど

で
ル
ー
ル
づ
く
り
を
お
願

い
し
た
い
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
今

後
、
近
隣
市
町
の
状
況
を

参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

企
画
担
当
部
長　
町
広
報

は
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て

校
正
し
て
い
る
。

経
営
政
策
部
長　
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
へ
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の

在
り
方
は
、
近
隣
市
町
な

ど
の
対
応
を
研
究
し
た
い
。

住民が意見を出しやすい町に
意見を頂けるよう工夫したい

樋 口  瑞 佳

池
田 

い
つ
子

ひ

い
け

だ

こ

ぐち みず か

住民みなさまのご意見・ご提案を
（役場１階目安箱）

み
ん
な
に
長
く
愛
さ
れ
る
公
園
に

こんなブランコがあったらいいな

すベての子どもが遊べるように
ブランコの座席の種類を増やす 誰

も
が
楽
し
く
遊
べ
る
遊
具
を
検
討

町
　
長

（
注
）

（注）ユニバーサルデザイン （Universal Design）
　障がいの有無や年齢、性別、人種などに
かかわらず、たくさんの人々が利用しやす
いように製品やサービス、環境をデザイン
する考え方

野
焼
き
煙
害
の
軽
減
策
を

町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

な
ど
を
シ
ス
テ
ム
化
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
様
々
な
場
面
に

絵:N.Yamamoto
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町　長

　

　

保
育
士
の
確
保
の
た
め
、

待
遇
の
改
善
が
必
要
で
は
。

町
長　
３
年
度
は
、
新
た

に
２
つ
の
補
助
事
業
を
設

け
、
近
隣
と
同
様
の
制
度

の
新
設
を
考
え
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　
新
卒
保

育
士
等
就
労
支
援
一
時
金
、

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
事
業
補
助
金
を
新
設
し
、

保
育
士
の
確
保
に
努
め
る
。

　

障
が
い
者
と
そ
の
家
族

の
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
の
地
域
生
活
支
援
拠
点

の
面
的
整
備
は
。

健
康
福
祉
部
長　
障
が
い

者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
自
立
支
援
協
議

会
と
連
携
し
、
町
内
の
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
と
協
議
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
と
調
整
を

図
る
。
近
隣
市
町
の
取
り

組
み
も
参
考
に
す
る
。

　

空
き
家
を
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し

企
業
誘
致
を
。

都
市
計
画
課
長　
用
途
制

限
が
あ
る
た
め
難
し
い
。

要
件
を
満
た
す
物
件
が
あ

れ
ば
企
業
へ
紹
介
す
る
。

　

農
産
物
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
対
応
は
。

企
画
担
当
部
長　
農
産
物

の
返
礼
品
は
47
品
目
あ
る
。

今
後
も
返
礼
品
の
充
実
に

努
め
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
均

等
割
は
、
担
税
能
力
の
な

い
乳
幼
児
に
ま
で
課
税
さ

れ
る
。
18
歳
未
満
の
加
入

者
の
均
等
割
の
廃
止
を
求

め
る
。

町
長　
子
ど
も
の
国
民
健

康
保
険
税
の
均
等
割
軽
減

は
、
全
国
知
事
会
、
全
国

市
長
会
、
全
国
町
村
会
な

ど
が
国
に
対
し
要
望
し
て

き
た
。
国
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
４
年
度
か
ら
全
世

帯
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
を
、
公
費
に
よ
り
５

割
軽
減
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

就
学
前
の
乳
幼
児
、
義

務
教
育
に
就
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
、
そ
れ
以
外
の

18
歳
未
満
の
均
等
割
対
象

者
数
は
。

健
康
福
祉
部
長　
就
学
前

の
乳
幼
児
１
３
６
人
、
義

務
教
育
に
就
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
２
４
１
人
、
そ

れ
以
外
の
18
歳
未
満
は
96

人
で
あ
る
。

　

コ
ス
モ
ス
児
童
館
廃
止

後
の
利
用
方
法
、
将
来
像

は
。

健
康
福
祉
部
長　
地
元
自

治
会
は
、
現
在
、
閉
館
後

の
施
設
利
用
の
意
向
は
な

い
と
の
こ
と
。

　

今
後
、
地
元
自
治
会
の

意
向
を
尊
重
し
、
利
活
用

方
法
を
検
討
し
た
い
。

国民健康保険税の均等割廃止を
４年度に未就学児は５割軽減予定

周
辺
市
町
と
同
様
に
す
る

大 路   恒

長
谷
川 

和
重

おお

は

せ

が
わ

か
ず
し
げ

じ ひさし

3月末で廃止されたコスモス児童館

ふるさと納税のカタログ

保
育
士
確
保
の
対
策
は

町
　
長
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会
修
研
員
議

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は

健
康
福
祉
部
長
　家
庭
支
援
や
啓
発
運
動
を
行
っ
て
い
る

　

２
年
度
の
全
国
の
犯
罪

件
数
は
戦
後
最
少
の
見
込

み
だ
が
、
児
童
虐
待
の
件

数
は
増
加
し
た
。
町
の
児

童
虐
待
の
状
況
や
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　
２
年
12

月
末
現
在
の
児
童
虐
待
の

相
談
件
数
は
25
件
、
一
時

保
護
件
数
は
５
件
で
あ
る
。

児
童
の
安
全
確
認
と
保
護

者
支
援
を
行
い
、
緊
急
性

が
高
い
場
合
は
県
と
連
携

し
対
応
す
る
。

　

飼
え
な
く
な
っ
た
猫
に

つ
い
て
の
相
談
や
里
親
探

し
の
体
制
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
行

う
人
へ
の
支
援
は
。

経
済
環
境
部
長　
兵
庫
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
相

談
で
き
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

は
、
地
域
の
理
解
が
な
い

と
難
し
い
た
め
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

少
し
で
も
明
る
い
人
生

を
歩
ん
で
頂
く
た
め
に
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
を
助

成
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

当
町
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長　
他
市
町

の
動
向
を
注
視
し
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

　

議
員
研
修
会
を
、
３
月

30
日
に
稲
美
町
役
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
「
議
会
運

営
委
員
会
の
役
割
に
つ
い

て
」
で
、
講
師
に
は
元
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

事
務
局
次
長
の
内
田
一
夫

氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
の
協
議
機
関
で
あ
り
、

議
長
を
支
え
て
い
る
機
関

で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
で
は
、
①

議
会
の
運
営
②
議
会
の
会

議
規
則
、
委
員
会
に
関
す

る
条
例
等
③
議
長
の
諮
問

の
３
つ
に
関
す
る
調
査
を

行
い
、
議
案
、
請
願
等
を

審
査
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

講
師
か
ら
は
、
議
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

議
会
運
営
委
員
会
法
制
化

の
背
景
や
構
成
、
役
割
や

運
営
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

多
数
の
議
員
が
疑
問
に

感
じ
て
い
る
こ
と
を
質
問

し
、
改
め
て
議
会
運
営
委

員
会
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
認
識
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

地域で暮らす猫

議会運営委員会の理解を深める

小
山  

裕
美

こ

や
ま

ゆ
う

み

乳
が
ん
患
者
に
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
の
支
援
を

（
注
1
）

（
注
2
）

（注１）ＴＮＲ活動
　飼い主のいない猫を捕まえて（Trap）、 不妊去
勢し（Neuter）、 地域に戻す（Return）活動

（注２）アピアランスケア
　外見の変化による心理的苦痛に対しての支
援

殺
処
分
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
地

域
猫
と
の
付
き
合
い
方

う
ち

だ　

か
ず　

お

議
会
運
営
委
員
会
の
役
割
を
学
ぶ

内田一夫講師
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子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
調
査

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
調
査

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
調
査

５月５日にオープンの「いなみっこ広場」

天満幼稚園の現地調査

　

子
育
て
支
援
拠
点
施
設

に
は
、
遊
戯
室
、
３
室
の

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
集
会
室
、

教
養
娯
楽
室
な
ど
が
配
置

さ
れ
る
。
延
べ
床
面
積
は
、

１
０
７
５
㎡
で
あ
る
。
工

事
契
約
額
は
３
億
７
９
５

０
万
円
で
、
工
期
は
３
年

３
月
31
日
ま
で
と
し
、
愛

称
は
「
い
な
み
っ
こ
広

場
」
に
決
ま
っ
た
。

　
　

施
設
内
で
の
感
染
症

対
策
は
。

　
　

各
部
屋
に
空
気
清
浄

機
を
設
置
す
る
。

　

町
準
備
基
金
２
億
９
３

１
３
万
５
０
０
０
円
を
全

額
取
り
崩
し
、
第
８
期
介

護
保
険
料
の
基
準
月
額
を

４
８
０
０
円
と
算
出
し
、

保
険
料
の
軽
減
を
図
る
。

　
　

な
ぜ
準
備
基
金
を
全

額
取
り
崩
す
の
か
。

　
　

少
し
で
も
経
済
的
な

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

従
来
と
同
様
に
全
額
を
取

り
崩
し
た
。
今
後
、
新
た

な
介
護
予
防
事
業
を
検
討

し
、
第
９
期
以
降
の
保
険

料
の
抑
制
に
努
め
る
。

　

園
庭
造
成
工
事
の
工
期

は
、
３
年
３
月
31
日
ま
で

で
あ
る
。

　
　

造
成
に
よ
り
園
庭
が

広
く
な
る
が
、
先
生
の
目

が
園
児
へ
行
き
届
く
の
か
。

　
　

園
児
が
外
で
遊
ぶ
場

合
、
先
生
も
外
へ
出
て
園

児
の
様
子
を
見
る
。
広
く

な
っ
て
も
目
が
行
き
届
く

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　

住
民
な
ど
の
利
便
性
向

上
や
行
政
手
続
き
の
簡
素

化
を
図
る
た
め
、
申
請
書

の
氏
名
欄
の
押
印
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
た
。
押
印

廃
止
に
向
け
実
態
調
査
を

し
た
結
果
、
住
民
な
ど
に

押
印
を
求
め
る
町
独
自
の

手
続
き
で
廃
止
で
き
る
も

の
が
６
９
４
件
、
存
続
も

含
め
廃
止
を
検
討
す
る
も

の
が
１
０
９
件
あ
っ
た
。

　
　

廃
止
さ
れ
る
６
９
４

件
に
は
、
ど
の
よ
う
な
書

類
が
あ
る
の
か
。

　
　

町
県
民
税
や
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
申
請
書
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
入
園

関
係
書
類
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
、

総
合
計
画
等
策
定
事
業
な

ど
。

（
２
月
２
日 

・ 

８
日
開
催
）

問 答 問答 第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定

天
満
幼
稚
園
の
園
庭
造
成

工
事
を
現
地
調
査

問答

問答

総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

大路　　恒
小山　裕美
樋口　瑞佳
木村　圭二
河田公利助
関灘　真澄
　田　　剛

申
請
書
な
ど
の
押
印
廃
止
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撤去されるローラー滑り台（稲美中央公園）

広域ごみ処理施設稼動後の
　　　　ごみ収集体制を調査
広域ごみ処理施設稼動後の
　　　　ごみ収集体制を調査
広域ごみ処理施設稼動後の
　　　　ごみ収集体制を調査

試運転に伴うごみ搬入スケジュール

問 答 問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

長谷川和重
辻元　誠志
大山　和明
山田　立美
山口　　守
池田　博美
池田いつ子

生活産業建設
委員会報告

　

広
域
ご
み
処
理
施
設

（
東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
が
、
４
年

４
月
か
ら
本
格
的
に
稼
働

す
る
。
ご
み
の
収
集
は
、

車
両
を
５
台
か
ら
７
台
へ

増
車
し
対
応
す
る
。
ご
み

搬
入
の
基
準
を
順
守
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
。

　
　

可
燃
ご
み
が
、
対
前

年
度
比
で
４
６
０
㌧
減
少

し
た
。
減
少
理
由
は
。

　
　

事
業
系
指
定
ご
み
袋

の
導
入
や
展
開
検
査
を
行

っ
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　
　

ご
み
収
集
運
搬
体
制

を
見
直
す
に
あ
た
り
、
地

区
割
り
も
見
直
す
の
か
。

　
　

収
集
日
や
地
区
割
り

の
変
更
は
住
民
に
混
乱
を

招
く
の
で
、
行
わ
な
い
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
の
分
別
は
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
は
助
燃
剤
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
３
年
11
月
か

ら
分
別
を
や
め
、
可
燃
ご

み
と
し
て
収
集
す
る
。

　　

国
の
避
難
勧
告
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

に
伴
い
、
町
の
総
合
防
災

マ
ッ
プ
に
新
た
な
避
難
情

報
な
ど
を
反
映
さ
せ
改
定

す
る
。

　
　

洪
水
被
害
が
想
定
さ

れ
る
場
所
が
、
指
定
緊
急

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

災
害
種
別
に
よ
っ
て

避
難
場
所
を
変
え
る
な
ど
、

運
用
の
な
か
で
対
応
す
る
。

　
　

エ
リ
ア
の
色
分
け
を

見
や
す
く
で
き
な
い
か
。

　
　

凡
例
を
工
夫
す
る
。

「
着
色
が
あ
れ
ば
危
険
で

あ
る
」
と
出
前
講
座
な
ど

で
説
明
し
て
い
る
。

　

公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
稲
美
中
央

公
園
内
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り

台
な
ど
の
遊
具
を
撤
去
し
、

新
し
く
大
型
複
合
遊
具
を

設
置
す
る
。
遊
具
選
定
に

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
小
学
生
１
６
６
５

人
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
幼
稚
園
・
保
育
園
児
６

４
７
人
と
そ
の
保
護
者

（
希
望
者
の
み
）
５
４
６

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
　

遊
具
の
選
定
に
専
門

家
も
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

幼
児
の
発
達
に
詳
し

い
保
育
士
な
ど
の
意
見
を

参
考
に
決
定
す
る
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

２
年
度
主
要
事
業
の
進

み
具
合
な
ど
。

総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
改
定

稲
美
中
央
公
園
遊
具
等
更

新
事
業

（
２
月
５
日
開
催
）
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辻元 久一
つじもと ひさかず

さん

（出新田）

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

稲
美
中
学
校
生
徒
会

と
し
て
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

123

稲
美
中
学
校
「
生
徒
会
」
を
訪
ね
て

第
160号
令
和
3年
4月
25日

発
行

発
　
行
／
兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
675-1115   兵

庫
県
加
古
郡
稲
美
町
国
岡
1-1

☎
（
079）492-9147（

直
通
） 　Ｆ
Ａ
Ｘ
492-7979

議会ホームページ
のQRコード

あなたの声を議会だよりに ☎492-9147（直通）FAX492-7979 電子メール gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

「稲美中学校　生徒会」のみなさん
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